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南極ドームふじコアとドームCコア間の過去 21万 6千年間の火山同期
Volcanic synchronization of Dome Fuji and Dome C Antarctic deep ice cores over the
past 216 kyr
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南極の２つの離れた地点、ドームふじ (DF)、ドーム C(EDC)で掘削された深層コアについての年代に対する理解を深
めるために、これらの年代同期作業をおこなった。合計 1401箇所の火山同期タイポイントを、21万 6千年の期間をカ
バーするアイスコア区間について同定した。DFコアの年代は、これを通称 DFO2006と呼び、「氷床コアから抽出した
ガス中の O2/N2 比を地球軌道年代のタイムマーカーにして強く束縛し、束縛点間の年代を氷床モデルで内挿した年代」
（age-marker-based datingと呼ぶ）であるが、これを、AICC2012と呼ばれる「氷床流動モデルと年代束縛点をあわせた計
算から求めた」（glaciological datingと呼ぶ）EDCコアの年代と比較した。２つの年代スケール間の年代ギャップは、多
くの年代においては、2千年以下であったが、海洋同位体ステージ (MIS) 5では、大きなギャップがあることが判明した。
DFO2006年代は、本来同じ年代であるはずの氷で、AICC2012年代に対し、古い値を示し、その最大値は、MIS 5dで約
4,500年、MIS 5bで約 3,100年となった。この年代ギャップのピークの存在によって、気候イベント発生期間（duration）
の比 DFO2006/AICC2012は、MIS 6後期～MIS 5の期間において、約 85%、MIS 5d - 5bの期間において、約 114%と
なった。私達はさらに、このDFO2006年代を、glaciological datingの手法を用いて導出したドームふじコアの年代である
DFGT2006年代と比較した。DFGT2006年代は、AICC2012年代と同様に、氷床流動モデルと年代束縛点による弱い束縛
をあわせた計算から求めたものである。私達は、DFO2006年代と DFGT2006年代の年代差の特徴は、DFO2006年代と
AICC2012年代の年代差の特徴と非常によく似た特徴をもつことをみいだした。この事実に基づき、私達は、MIS 5の期
間において DFO2006年代と AICC2012年代の間に見いだされた系統的なギャップは、年代決定の手法の差異に何らかの
関係があるとの仮説をたてた。これらに加え、私達は、中国で報告されている石筍の年代をDFO2006年代や AICC2012
年代と比較した。石筍のもつ年代は、 DFO2006年代と、 MIS 5cや 5dでよく一致した（誤差数百年以内）が、MIS 5b
では年代ギャップが数千年であった。こうした結果から、少なくともMIS 5cや 5dでは、DFO2006年代と AICC2012年
代の間に見いだされたギャップの主因は、AICC2012年代にあり、そしてその原因は、氷床流動モデル計算にあたり水
同位体の値に基づいて推定した氷床表面マスバランスの見積もりの誤差に起因すると推定した。すなわち、glaciological
approachには共通してこの誤差が発生する。アイスコアや石筍の年代マーカーの互換性については、今後慎重な検討を
必要とする。
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